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「言語聴覚の日」イベント報告 

 広報局広報部  高橋 正和（石和温泉病院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人山梨県言語聴覚士会では 8 月 27 日（日）に、明治安田生命 J1 リーグ 第 24 節 ヴァンフ

ォーレ甲府 vs川崎フロンターレ戦（山梨中銀スタジアム）において、PRイベントを開催しました。 

今回のイベント開催にあたり、「山梨だから出来ること」をテーマにイベントを企画いたしました。当士会

では、PR活動の一環として、県立図書館への書籍寄贈や協会ポスターの掲示などを行ってきました。しかし、

山梨県には言語聴覚士の養成校がないこともあり、言語聴覚士を目指す若い世代での知名度の低さは否めませ

んでした。そこで、県民に広く親しまれているヴァンフォーレ甲府のホームゲームでの PRイベントを開催し

たいと熱望し、ヴァンフォーレ甲府へ企画書を提出いたしました。ヴァンフォーレ甲府の海野会長からは、言

語聴覚士の社会的認知度の向上のみならず、コミュニケーション障害者、摂食嚥下障害者の正しい理解および

高齢者の難聴への対応等を知っていただく機会になると快諾を頂き、イベント開催の運びとなりました。 

試合当日は 1 万人以上のサポーターがスタジアムに来場し、当士会の特設ブースにも多くの方が立ちよっ

て下さいました。ポスター展示やパンフレット配布などの啓発活動が中心でしたが、御家族の相談や学生の進

路相談など、ブースの来場者は途絶えることなく、大いに賑わいました。また、スタジアム入場者には、言語

聴覚士の仕事をまとめたチラシ 6000 枚、県士会ロゴ入りの限定うちわ６00 本を配布いたしました。試合

開始前とハーフタイムには、１万人を越える観客に向けて、横断幕とのぼりを持って６名の県士会員が、笑顔

でスタジアムのトラックエリアを周回しました。また、スタジアム大型ビジョンに私たちの CM が流れた時

には、このイベントまでの道のりを思い感無量となりました。 

 今回のイベントを通じて、地域の方々に対し私たちの活動を広報できる良い機会になりました。今後もより

多くの方々に言語聴覚士を知ってもらい、理解を深めていけるような活動を行っていきたいと思います。 
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＜スタジアム隣接の特設ブース＞ 

 

日中は 30 度を超える真夏日の中、当士会

の特設ブースにも多くの方が立ち寄って下

さいました。 

 

 

 

＜スタジアムでの横断幕告知＞ 

  

「
言
語
聴
覚
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
特
集

 

今回のイベント用に、言語聴覚士の仕事につ

いて簡単にまとめたチラシを使用して言語

聴覚士について紹介しました。また、県士会

員所属施設のエリアマップも好評でした。 

 

横幅 5.5ｍ×縦幅 1ｍ

の横断幕を持ってスタ

ジアムトラックを周回

しました。 

  

＜イベントで配布した

チラシと団扇＞ 
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〈 

大
型
ビ
ジ
ョ
ン
告
知 

〉  

 

 

 

 

 

上段：スタジアム風景。大画面に映し

出されたときには、興奮しました。 
 

下段：告知動画。ナレーションと共に

上映しました。 

スライド１ 

スライド 3 

スライド 2 

スライド 4 

スライド 5 
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新入会員紹介 
 今年度は 17名の方が当士会に入会して下さいました。これからよろしくお願いします。自己紹介を兼ねて

お一人ずつ、お言葉をいただきました。 

 

 

石和共立病院  

遠藤
えんどう

 大介
だいすけ

 

出身は福島県三春町です。趣

味は釣りやバイクに乗ってツ

ーリングへ行くことです。山梨へバイクを運んでい

ないので、いずれもってきたいと思います。雑学な

ども好きで広く浅くいろいろなところから知識を

吸収しています。入職してから半年が経ちましたが

不慣れな部分が多く、日々勉強不足を感じています。

言語聴覚士としてやれていると実感できるよう今

後とも研鑽を積みたいと思います。 

 

 

 

 

 

甲斐リハビリテーション 

クリニック  

関田
せきた

 由起
ゆ き

  

以前は他県の回復期病棟

に勤務していました。昨年

甲斐リハビリテーションクリニックに入職し、ST

になってからずっとやりたかった訪問リハビリを

やらせていただいています。 

利用者様・ご家族様・一緒に働く他事業所の方々か

ら色々なことを学び、パワーをいただいている毎日

です。まだまだ試行錯誤の毎日ですが、ご指導・ア

ドバイスいただけたらと思います。よろしくお願い

致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立病院機構甲府病院  

三井
みつい

 紫
し

保
ほ

 

国立甲府病院の三井紫保です。

出身地は長野県小諸市で、畑

と田んぼに囲まれた自然豊か

な場所です。家族・親戚と過ごす時間が好きで田植

えや稲刈り、年越し等の行事では皆、笑顔が絶えま

せん。今は慣れない土地での一人暮らしに戸惑う事

も多くあり、日々奮闘中です。山梨県へは重症心身

障害について学びたいと思い、地元から飛び出して

きました。多くの事を学んでいけるよう日々励んで

いきたいと思います。よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

      

日向
ひなた

 恵美
めぐみ

  

以前は栃木県の回復期病棟

に勤務していましたが、結婚

を機に山梨県に引っ越し、学

生の頃から興味のあった生活期のリハビリに関わ

らせていただいています。外来 STとして働き始め、

日々新たな発見や学びがあり、反省と挑戦の連続だ

と感じています。更に患者様の可能性を引き出せる

よう、またご家族様が安心できるよう、もっともっ

と多くのことを吸収し、お役に立てるよう頑張って

いきたいと思います。よろしくお願い致します。 
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甲州リハビリテーション病院 

上川
かみかわ

 若菜
わかな

 

出身は山梨県の笛吹市です。栃

木県で大学生活を送り、山梨に

戻ってきました。趣味はサッカー観戦と洋画鑑賞で

す。入職して半年が経ちます。日々、勉強、反省の

毎日ですが、上司の先生方、職場環境に恵まれてお

り、充実した日々を送っています。 

一日でも早く、先輩方のように患者様の生活面にも

視点を置きながらリハビリを提供できるよう視野の

広い言語聴覚士を目指して日々努力していきますの

でよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

甲州リハビリテーション病院 

佐藤
さとう

 綾
あや

美
み

 

出身は山梨県中央市(旧玉穂町)で、

北里大学を卒業しました。気が付

けば、言語聴覚士として働き始めて半年、先輩方や、

時には患者さんからご指導を頂きながら、少しずつ

臨床にも慣れてきました。毎日が反省と学びの連続

ですが、患者様の豊かな人生のために、目の前の方

と真摯に向き合いながら、成長していきたいと思い

ます。そして生まれ育った山梨県に、少しでも何か

還元できればと思っています。どうぞよろしくお願

い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲州リハビリテーション病院

柴田
しばた

 美
み

貴子
き こ

 

出身は山梨県大月市、出身大学

は北里大学です。大学時代は    

実家から通い、休みの日には山梨に友人を連れ

てくるほど地元が好きで、山梨に就職しました。

入職して 5 か月経ち、悩むことが多い日々です

が、先輩方、患者様から教えていただくことが

たくさんあり勉強の毎日です。自分自身の成長

とともに、患者様一人一人の“その人らしさ”

を引き出せる ST を目指し日々努力していきま

すので、どうぞご指導の程よろしくお願い致し

ます。 

 

 

 

 

 

甲州ケアホーム 

（甲州リハビリテーション病院） 

永塚
ながつか

 朋
とも

美
み

 

はじめまして。永塚朋美と    

申します。 

私の地元は埼玉県です。 

今年の 3 月まで、埼玉県の介護老人保健施設で

通所・入所の個別リハビリや失語症の集団リハ

ビリ等の、生活期の現場で働いていました。 

今年の 4 月から、甲州ケアホームで訪問 ST と

して勤務しています。在宅で生活する利用者様

のニーズに合わせた ST リハビリが提供できる

ように、日々精進しています。 
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湯村温泉病院  

矢萩
やはぎ

 智
とも

章
あき

 

今年度、湯村温泉病院に入職し

ました矢萩智章です。出身地は

千葉県鎌ヶ谷市です。出身校は

東京都新宿区にある専門学校、首都医校です。入職

して半年が経ちましたが、職場の先生方から常に多

くの事をご指導頂いています。初めての土地でまだ

まだ慣れないことも多いですが、少しでも多くのこ

とを職場の先生方や県士会の活動を通じて学んで

いきたいと思います。よろしくお願い致します。 

 

 

湯村温泉病院  

白川
しらかわ

 楓
かえで

 

富士山の麓にある富士河口

湖町でのびのびと育ちまし

た。映画観賞と音楽鑑賞が好

きで、おもに洋画や洋楽を観たり聞いたりしていま

す。この半年間の臨床では先輩方や患者様からたく

さんのことを学ばせていただきました。まだまだ未

熟者ですが、ご指導していただいたことをしっかり

と吸収して身につけていき、先輩方のような言語聴

覚士へと成長できるよう精進していきます。今後と

もご指導の程よろしくお願い致します。 

 

 

 

山梨リハビリテーション病院  

杉本
すぎもと

 久美子
く み こ

 

私は、小学校から高校まで柔道

をやっていました。ST を知る

までは柔道にしか興味がありま

せんでした。STを知り、勉強を始めると難しいこ

とばかりでしたが、少しずつ楽しいと思えることも

増えてきました。STとして働き始め 5ヶ月程が経

ちます。知識もコミュニケーション面も至らないと

ころが多く、先輩方にはご迷惑ばかりおかけしてい

ますが、STとしても人としても成長できるよう精

進していきます。よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

竜王リハビリテーション病院  

浅川
あさかわ

 郁
いく

絵
え

 

出身地は埼玉県です。今までは

埼玉県にある急性期の病院で

勤務して参りましたが、去年の

9 月から竜王リハビリテーション病院で働いてい

ます。経験者ではありますが、急性期から慢性期へ

の移動とのこともあり、リハビリを提供するにあた

って今までの考え方と違った考え方をしなければ

いけない事、技術においてもまだまだだなと思う事

がたくさんあります。これからも日々精進して頑張

っていきたいと思います。宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

竜王リハビリテーション病院 

両角
もろずみ

 奈津
な つ

岐
き

 

今年から山梨県で言語聴覚士と

して働くことになりました。出

身は長野県です。環境が変わり、

最初は戸惑う事も多かったのですが、現在では大分

慣れてきました。山梨の地名や方言等もわかる様に

なってきたので、患者様とお話するのも、より楽し

く感じます。山梨県は県士会が充実していて、色々

な先輩方から刺激を受ける良い機会になっていま

す。今後も知識、技術の向上のために、日々努力し

て頑張っていきたいと思います。 
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甲府城南病院 

柳 原
やなぎはら

 友
ゆ

佳子
か こ

 

北海道のイカと夜景で知られて

いる函館市の出身の道産子です。

北海道札幌市で 3年経験を積み転職で山梨県へ来ま

した。入職して半年が経ち少しばかり経験はあるも

のの自分の知識・技術の未熟さを痛感し日々諸先輩

方から学ばせて頂いています。山梨県の勉強会・研

修会の多さに驚くと共に学べる環境が多いことを嬉

しく思っています。患者さんに寄り添える・力にな

れる ST を目指し頑張りたいと思います。これから

宜しくお願いします。 

 

 

 

 

甲府城南病院 

佐藤
さとう

 淳
じゅん

貴
き

 

中央市出身で、県内には 8

年ぶりに戻ってきました。

久しぶりに戻ってきて、患

者様と地元ならではの話を出来るのが楽しいです。

親近感も感じるので、生活をより良くしてあげたい

という思いもより一層強く感じており、帰ってきて

よかったと思っています。 

 今後、努力と研鑽を重ね、山梨の地域医療に貢献

できればと考えています。これからどうぞよろしく

お願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

甲府城南病院  

堀内
ほりうち

 賀子
よりこ

 

ハタハタという魚が有 

名な秋田県八峰町出身 

です。1年間他の病院で 

働いていましたが、私の理想とするSTになる為、 

城南病院で働く事を決意しました。入職して半年 

が経ち、悩む事も多いですが、臨床を楽しく行え 

る喜びに感謝しながら働いています。まだまだ未 

熟な部分は多いですが、日々成長していけるよう

努力をしていきたいと思います。宜しくお願いし

ます。 

 

 

 

 

恵信甲府病院 

佐野
さ の

 由佳
ゆ か

 

出身は高知県です。とても

田舎なのですが、海・山・ 

川と自然に恵まれ、食べ物も美味しく、あたた 

かい人が多い素敵なところです。趣味は旅行や 

好きなアーティストのライブに行くことです。 

好きな事に対する行動力は人一倍だと思ってい 

ます。社会人としてまだまだ未熟ですが、日々 

成長出来るよう頑張りたいと思います。よろし 

くお願い致します。 
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山梨県災害リハビリテーション支援関連団体協議会（山梨 JRAT） 

設立記念式典・設立記念講演 

 

災害対策支援委員  赤池 洋（山梨大学医学部附属病院） 

 

平成 29 年 7 月 14 日、山梨県立文学

館講堂にて山梨県災害リハビリテーショ

ン支援関連団体協議会（山梨 JRAT）設

立記念式典・設立記念講演が開催されま

した。当日は 200名以上の出席（当士会

33名）のもと山梨県行政担当者様や山梨

県医師会様、山梨県看護協会様より来賓

及びご挨拶をいただき、盛会のもとに設

立記念式典及び設立記念講演を開催する

ことが出来ました。 

平成23年3月11日の東日本大震災発災後、全国では同年4月に東日本大震災リハビリテーショ

ン支援関連10団体が設立されたことで山梨県でも平成25年6月に3士会災害対策準備委員会（現

在の山梨県リハビリテーション専門職団体協議会災害対策支援委員会）が開設されました。私はこ

の時期より災害対策支援委員の担当となり、同年に開催されました災害リハビリテーションコーデ

ィネーター研修会に参加させていただきました。研修会には今回の山梨JRATの設立に携わった6

名（佐藤Dr、古山Ns、三井PT、磯野OT、赤池ST、鈴木CM）が参加し、研修会後には定期的に

会合を開き、山梨JRATの設立に向けて取り組んできました。山梨JRAT設立までの経緯にあたり

ましては大変多くの時間を費やしてきましたが、山梨県リハビリテーション病院・施設協議会をは

じめ、他団体との協力を得ながら準備を進めることが出来ましたので、設立記念式典を迎えること

ができ、大変感激致しました。 

また、設立記念講演では山鹿温泉リハビリテーション病院 田代桂一先生より「熊本地震におけ

る大規模災害リハビリテーション支援活動について」ご講演をいただきました。田代先生は熊本地

震の時にはJRAT熊本地震災害対策本部の現地統括本部長をされ、JRAT調整本部の設置、その指

揮系統に入り、医療救護班の一員として災害リハビリテーション担当の役割を担っておりました。

ご講演ではJRAT活動開始から撤収、そして

復興リハビリテーションセンターへの流れ

について現地活動の実態を大変わかりやす

くお話をいただきました。今後はご講演で

学んだことを山梨JRATでの活動に生かし、

平時から災害時に向けた準備を進めていき

たいと思います。 

この度は設立記念式典・設立記念講演に

多くの会員の皆様にご参加いただき感謝申

し上げます。 
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災害対策支援委員会研修会～避難所運営ゲーム HUG～ 

開催報告 
 

災害対策支援委員  中嶋 崇博（山梨県立中央病院） 

 

平成 29 年 8 月 8日（火）に山梨県立中央病院に

て「災害対策支援委員会研修会〜避難所運営ゲーム

HUG〜」を開催しました。災害時に起こる様々な出

来事にどう対応していくかを体験することを目的に

山梨県防災局防災危機管理課防災企画担当の三森佑

樹氏より、避難所運営をカードゲーム形式で学びま

した。中学校の体育館・校舎・校庭・駐車場を活用

した運営を実践し、対策本部・仮設トイレ等のハー

ド面の設営、次々と訪れる避難者への対応をグルー

プ毎に真剣に考えました。カードゲーム形式であっても現場の状況を把握しながら、避難者への心

理精神面に配慮した運営をする事の難しさを体験できたのではないかと思います。近年、日本は多

くの災害に見舞われており、いつどこで発災してもおかしくない現状です。私たちも災害に対する

意識を常に持ち続け、発災時に支援活動に取り組めるような平時からの心構えが大切だと思います。 

 

 

救急救命研修会  
平成２９年７月１日（土）に国立病院機構甲府病院にて救急救命研修会 Basic（成人急変時対応）

コースが開催されました。当士会では 2度目の研修会となりますが、理学療法士や看護師など他職

種、23名が参加されました。 

 

参加記                   甲州リハビリテーション病院  間宮 愛貴 

 

研修会は講義と実技とを織り交ぜての内容となっており、より

実践的に学ぶことのできる貴重な研修となりました。鈴木哲司先

生をはじめ、インストラクターの先生より CPR や胸骨圧迫のポ

イント、気道異物の除去など BLS（一次救命処置）に関する内容

をご教授いただきました。実技を通して、救急救命では冷静な判

断力や、適切な声掛け・チーム連携がいかに重要であるかを改め

て学ぶことができました。今まで、救急救命の現場に立ち会う機

会はありませんでしたが、言語聴覚士として臨床で働く上で、

窒息や病態の急変により、救急救命を実施する機会があるとい

う意識を今一度持っていきたいと思います。また、今回の研修

内容を知識として持っているだけではなく、実際の現場で活か

すことができるよう、自身の動きや対応方法を常日頃よりイメ

ージしながら日々の臨床に取り組んでいきたいと思います。
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いきいき山梨ねんりんピック出展報告 

 

広報局広報部  池田 一之亮（甲州リハビリテーション病院） 

 

平成 29年 9月 30日（土）にいきいき山梨ねんりんピック 2017が小瀬スポーツ公園で開催

されました。当日は、天候に恵まれ多くの参加者がいらっしゃいました。PR活動の一環として今

回は、誤嚥性肺炎の予防をテーマに呼気圧測定器を使用した、「咳嗽力測定」を実施しました。高

齢者の方を中心にたくさんの方々に興味を持って頂けました。ブースに来て下さった方々は、言語

聴覚士については知らないという声が多かったのですが、誤嚥性肺炎については「聞いたことがあ

る」「知っている」という声が多く、「最近むせやすくなった」「予防したい」等の話が聞かれまし

た。検査結果と一緒にトレーニング方法をお伝えすると、「家でやってみます」「いい話を聞けて良

かった」と言って頂き、誤嚥性肺炎への関心の高さを実感しました。 

地域にもっと言語聴覚士を知ってもらうことで、より地域の人々が健康的な生活を送ることがで

きると思いました。今後も地域に言語聴覚士が伝わるように全力で活動していきたいと思います。 

 

 

 

「誤嚥性肺炎」への関心は高く、220名以上の方が咳嗽力測定に参加して下さいました。 

参加者には、測定結果と誤嚥性肺炎の予防についてまとめたリーフレットを配布しました。 

 

山梨県理学療法士会・作業療法士会・言語聴覚士会の参加メンバー。一日お疲れ様でした。 
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第 2回学術講演会 

今年度、第2回学術部講演会が平成29年9月6日に山梨市民会館で開催され、当士会員のみならず、

県外の STや学生、合わせて 67名が参加されました。 

 

参加報告                  春日居サイバーナイフ・リハビリ病院  山田 典子 

 

今回は「語彙障害の評価と治療」をテーマに東京都リハビリテーション病院の奥平奈保子先生よりご

講演を頂きました。相互活性化モデルを元に呼称障害のメカニズムや分析方法、観察のポイント、アプ

ローチ方法、また、奥平先生の実際の臨床場面から訓練の経過を教えていただきました。障害されるル

ートにより錯語の種類は異なるため、患者さんの表出をきちんと分析していく必要性を改めて感じまし

た。また、具体的なアプローチ方法を知ることが出来たので、自分の担当している患者さんに学んだこ

とを活かしていきたいです。 

奥平先生の臨床では、長期間の訓練で成績がプラトーに達していた

方が、アプローチ方法を変えたことで変化がみられたという話があり

ました。「本人がこれなら言える（言いたい）と思える教材を使うこと

も大切」という先生の言葉が印象的でした。STという仕事は言語機能

をしっかりと評価した上で、その方の性格や生活背景などを考え、関

わることが必要であるということを感じました。 

今回の講演会を受けたことで、自分の臨床を見直し、患者さんのこ

とを改めて考え直すきっかけとなりました。 

 

 

施設紹介 

＜独立行政法人国立病院機構甲府病院＞   

小松 富美子 

 

当院は、明治 42 年に陸軍四十九連隊の東側に設置された陸軍病院が始まりです。現在は、一般地域

医療、重症心身障害者医療、救急医療（一般及び小児）、周産期医療の役割を担っています。病床数は

282床（一般：144床、重心：132床、結核：6床）です。 

リハビリテーション科は、PT12名、OT5名、ST3名、マッサージ師 1名の計 21名で構成されて

います。当院のリハビリ室は、PT、OT、STの区別なく席が配置されており、他職種間で患者様につい

ての相談がとてもしやすい職場です。若い人も多く、活発な意見交換が行われています。 

当院での STの特徴としては大きく 3つが挙げられます。 

①一般病棟：脳血管疾患、肺炎などの呼吸器疾患、パーキンソン病や ALSなどの神経難病に対する摂 

食嚥下訓練や失語症・構音障害の言語訓練を実施してい  

ます。 

②重症心身障害者病棟：重度の知的障害、重度の肢体不自   

由を持った小児から成人までが入院しており、機能維持  

や発達の支援に関わっています。 

③物忘れ外来：認知症専門医がおり、脳神経外科では、認  

知症の初期診断、治療を行っています。STは神経心理   

検査を担当しています。検査が 100件を超える月もあ 

り、早期からの認知症治療に取り組む方が増えているこ  

とを実感しています。 

今年は新人を迎え、3名となりました。新人でも、ベテラ

ンでも、同じように患者様に寄り添い、笑顔を支えられるよ

うに、日々の臨床に励んでいきたいと思います。 
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小児領域リーフレット紹介 
 

山梨県リハビリテーション専門職団体協議会の特別支援教育委員会では、この度、専門職活用の

啓発のためにリーフレットを作製致しました。教育・福祉などの多職種へ各療法の専門性を理解し

ていただき、より密接な連携が図れることを期待しています。 
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第 18回 日本言語聴覚学会報告 

 平成 29 年 6 月 23日～24 日の 2 日間、島根県松江市のくにびきメッセにて第 18 回日本言語聴覚

学会が開催されました。全国から 1800人という参加者の中、当士会員もポスター発表、口述発表の演

者として参加しました。 

 

発表後記                         甲府城南病院  河村 有美      

 

 今年は、学会長を竹内茂伸先生（一般社団法人山陰言語聴覚士協会会長）が務められ、「地域に開かれ

た、地域に愛される、地域に信頼される言語聴覚士になる。―地域包括ケアに求められる言語聴覚士の

役割―」をテーマに様々な講演や演題発表が行われました。その中でも竹田契一先生の SLTAの作成経

緯に関する特別講演では、SLTA が学際的な検査法であると共に、失語症状を捉える上で基本となる検

査であることを改めて学ぶことができました。 

今学会では、私自身も「右側頭後頭葉出血後に視知覚機能の低下と相貌失認の憎悪を認めた先天性相

貌失認の一症例」というタイトルで、患者様の発症直後から退院時、3 年後の視知覚機能および相貌認

知機能の経過について、ポスター発表をいたしました。初めての発表であることに加え、電子ポスター

という今年初めての試みの中での発表でしたので、会場の様子や発表の進め方など、不安な面も多くあ

りましたが、無事に終えることができました。自身がこれまで行ってきたリハビリテーションの内容に

ついて、全国各地の先生方に聞いて頂き、ご意見を頂くことは大変刺激になり、これまで自身が気づか

なかった面に視点を広げることもできました。 

 今回、発表を通して得たことを今後の臨床場面で活かしていきたいと思います。 

 

 

発表後記                   甲州リハビリテーション病院  渡邊 妙美 

  

 今回は、初めて演者として参加しました。「接近行為の中で形式性錯語を多く産

生した伝導失語の一例」というタイトルで、接近行為でみられた発話の分析と、

形式性錯語の出現について考察し、報告致しました。 

今回の発表を通して、これまでの臨床を振り返る機会となりました。先輩方に

ご助言を頂きながら、症例の症状について理解を深めると同時に、様々な評価点、

障害構造について学ぶことが出来ました。会場では、様々な意見を頂き、新たな

課題に気付くことが出来ました。また、スライドの構成や質疑応答など、課題は

たくさんみえましたが、充実し大変貴重な経験となりました。 

 今回の発表準備にあたり、自身の評価不足、知識不足を痛感しました。 

これからは、知識の向上を図り、日々の臨床をまとめることを継続しておこなっ

ていきたいと思います。今回得たことを臨床に活かし、患者さんに還元していけ

るよう、日々精進してまいります。 
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理事会報告  

平成29年度 第1回理事会議事録  

日  時：平成29年5月19日（金） 18：35～22：25 

議  長：内山量史 

出席理事：内山・赤池（三）・中村・赤池（洋）・池神・桂川・

小池・高橋・元木・吉澤・河西  

欠席理事：市川・和泉・梶原・佐々木   

＜協議事項＞ 

1．第2回基礎講座と第2回学術講演会の日程が決定した。 

2．症例検討会の発表者については、経験年数 2 年目の会員も

含め検討していくこととなった。 

3．「言語聴覚の日」PR イベントで配布する団扇やチラシの詳

細は、VFKの広報担当者と準備を進めることが確認された。 

ボランティア募集方法等については、理事会で協議することと

なった。 

4．県士会事業写真データの保存・管理について、各部局の担当

者が決定した。 

5．県士会パンフレットを4000部作製することが承認された。 

6．県士会NEWS38号企画案が一部変更後承認された。内容、

ページ数について継続審議することとなった。 

＜報告事項＞ 

1．「言語聴覚の日」の広報イベントについて別紙資料に基づき

説明された。 

2．初期研修、導入研修のテキストを作製したことが報告された。 

3．県士会運営の失語症友の会の設立について提案された。 

平成29年度 第2回理事会議事録  

日  時：平成29年6月16日（金） 18：40～20：30 

議  長：内山量史 

出席理事：内山・赤池（三）・赤池（洋）・池神・和泉・市川・

桂川・小池・佐々木・高橋・元木・吉澤・河西  

欠席理事：中村・梶原  

＜協議事項＞ 

1．「言語聴覚士になるには（なるにはBooks）」「高次脳機能を

育てる」の2冊を県立図書館へ寄贈することが承認された。 

2．災害連絡網については平成29年度の代表者会議での説明後

に運用していくことが承認された。 

3．会員の失語症友の会への意識・実態把握を目的としたアンケ

ートを行うことが決定した。 

＜報告事項＞ 

1．会員動向、会費納入状況が報告された。 

2．第1回学術講演会、症例検討会、小児領域勉強会、第2回

新卒者研修会の開催が報告された。 

3．山梨県リハビリテーション病院・施設協議会定期総会、山梨

県民間病院協会定時社員総会、一般社団法人日本言語聴覚士

協会 平成29年度定時社員総会、山梨県理学療法士会交流会、

山梨県作業療法士会新入転入者歓迎会への出席が報告された。 

4．小児用のリーフレットを作製したことが報告された。 

平成29年度 第3回理事会議事録    

日  時：平成29年7月21日（金） 18：35～20：40 

議  長：内山量史 

 

出席理事：内山・赤池（三）・中村・赤池（洋）・池神・和泉・

市川・桂川・小池・佐々木・元木・吉澤・河西  

欠席理事：梶原・高橋  

＜協議事項＞ 

1．いきいき山梨ねんりんピックではピークフローメーターを使

用し「誤嚥性肺炎の予防のための咳嗽力チェック」を行うこ

とが決定した。 

2．県士会NEWS第39号は「言語聴覚の日」のイベントをメ

インに16P仕様とすることが決定した。 

3．失語症友の会アンケートについて、一部修正後、各施設に配

信することが承認された。 

4．失語症全国大会インいわての協賛依頼について東日本復興支

援事業費を活用し、山梨県言語聴覚士会として A4 サイズの

広告を出すことが承認された。 

＜報告事項＞ 

1．九州北部豪雨に対するお見舞い、国立国会図書館への納本、

名義後援承諾、会費納入状況が報告された。 

2．ST協会より「言語聴覚の日」の活動補助金、山梨県リハビ

リテーション病院・施設協議会より活動支援金が入金された

ことが報告された。 

3．第1回生涯学習プログラム基礎講座、第2回小児領域勉強 

会、第3回新卒者研修会の開催が報告された。 

4．「言語聴覚の日」PRイベント打ち合わせ、県内高校へのパ

ンフレット送付について報告された。 

5．県士会HPのドメイン移設、新サーバーの設定、データのア 

ップロードが完了したことが報告された。 

6．平成29年度都道府県士会会長会議、3士会意見交換会につ

いて報告された。 

7．救急救命研修会、JRAT設立記念式典の開催が報告された。 

平成29年度 第4回理事会議事録    

日  時：平成29年8月18日（金） 18：42～20：54 

議  長：内山量史 

出席理事：内山・赤池（三）・中村・赤池（洋）・池神・和泉・

市川・桂川・小池・佐々木・高橋・吉澤・河西  

欠席理事：梶原・元木 

＜協議事項＞ 

1．導入研修は来年度以降に実施することが承認された。 

2．山梨県言語聴覚士会失語症友の会の名称が「ふじやま」に決

定し、来年度の設立に向けて準備を進めていくこととなった。 

＜報告事項＞ 

1．「言語聴覚の日」PR イベント、いきいき山梨ねんりんピッ

クの詳細について報告された。 

2．HP更新内容、県士会NEWS39号の企画、今後の作業工程

が報告された。 

3．山梨県リハビリテーション専門職合同学術大会について 9

月よりHPで参加受付を開始することが報告された。 

4．今年度よりPT・OT・STバンクの登録申請窓口が専門職団

体協議会事務局となることが報告された。 

 

場  所：春日居サイバーナイフ・リハビリ病院 

書  記：安富朋子、山田 徹、山田典子、坪井沙妃 

議事録作成：河西祐子 
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各局からのお知らせ 

事務局 

・当士会が昨年度発行した「一般社団法人山梨県言

語聴覚士会第9回学術大会プログラム・抄録集」に

ついて、国立国会図書館より納入の依頼があり、

県士会NEWS38号と併せて納本しました。国会図

書館ホームページ上の「全国書籍」やNDL-PAC

（国立国会図書館蔵書検索・申込システム）に書

籍データが掲載され、図書館資料として広く利用

されるとともに、文化財として永く保存されるこ

とになります。 

・会員動向（平成29年9月末現在） 

正会員数 139名  賛助会員 6団体    

入会：石原 美桜先生 

（おおくに在宅ケアセンター） 

退会：坂井 隆一先生（石和温泉病院） 

・会員名簿記載事項に変更のあった方は「会員異動

届」の提出にご協力ください。届出用紙は県士会

ホームページからダウンロードできます。 

学術局 

平成 29年度前期の学術局主催の講演会・研修会に

多くの会員皆様にご参加いただき、ありがとうござ

いました。後期には新たな試みの研修会も企画して

おります。ご参加をお待ちしております。 

＜学術部＞ 

第 1回 実技研修会 

日 時：平成 29年 11月 20日（月）18:30～ 

場 所：ぴゅあ総合 大会議室  

テーマ：口腔顔面領域の運動機能障害へのアプロー

チ～摂食嚥下・構音・表情の問題～ 

注意）この研修会は、第 3回学術講演会の参加者の

み参加が可能となっています 

＜研修部＞ 

第 4回 症例検討会 

日 時：平成 29年 12月 19日（火）18：15～ 

場 所：甲府市東公民館 

第 4回 小児領域勉強会 

日 時：平成 29年 11月 18日（土）14：30～ 

場 所：甲府共立診療所 

内 容：田中ビネー知能検査と LC スケールの検査

方法と解釈について 

＜教育部＞ 

第 5回 新卒者研修 

日 時：平成 29年 11月 16日（木）18：30～ 

場 所：甲府市東公民館 

内 容：SLTA実技「読む」「話す」「書く」 

第 6回 新卒者研修 

日 時：平成 29年 12月 7日（木）18：30～ 

場 所：甲府市東公民館 

内 容：症例検討、１分間スピーチ 

社会局 

＜職能部＞ 

・一般社団法人日本言語聴覚士協会 平成 29年度都

道府県士会会長会議（6月 22日：島根県）に安

富事務局副部長が出席されました。 

・山梨県地域包括ケア推進協議会、甲府市在宅医療・

介護連携推進会議、介護予防リハビリテーション

促進部会、地域リハビリテーション従事者研修会

実行委員会が開催されました。県士会からは内山

会長をはじめ、理事、県士会会員が参加・協力し

ていきます。 

・第 5回甲信越在宅推進フォーラム（9月 17日：   

アピオ）が開催され、実行委員として中村副会長、

矢澤 ST が参加されました。また、県士会からは

赤池副会長、河西事務局長、赤池理事、山本 ST

がグループワークやブース展示・相談のために参

加されました 

＜地域部＞ 

・「失語症友の会活動についてのアンケート」につき

ましては今後の活動に向けた貴重なご意見を頂く

ことが出来ました。ご協力ありがとうございまし

た。アンケート結果は次号の県士会 NEWS に掲

載する予定です。 

・社会局地域部の研修会が 11 月 9 日（木）、ぴゅ

あ総合で開催されます。内容は「失語症友の会の

支援について」です。会員の皆様、多くのご参加

を宜しくお願い致します。 

・「第 22回山梨県失語症者のつどい」が 11月 12    

日（日）、大木記念ホールにて開催されます。会員

の皆様、ボランティアのご協力をお願い致します。 
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これからもやさしい聴こえのお手伝い
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私たちはシャンド発声のプロフェッショナルです

喉頭を摘出された方々のQOL向上のため
に、シャント発声のリノピリテーションや患者さ
まを文寸象にした勉強会を行つています。
シャント発声について興味のある言言吾聴覚
士の皆さまには、実際のリノヽビリテーションの

様子や勉 ]菫会を公開しておりますので、お気
軽にお問合せください。
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info jp@atoSmedica com
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されています。また、栄養指導で
役立つコラムも多数ご紹介して
います !
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馘 噛むこと、飲み込むことが苦手な方に

IM飲食時によくむせる方に

吻食の細い方に
やわらかさの程度や形態Ellに 分類されたおかず、
とろみ調整食品や濃厚流動食品が掲載  
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様々な製品を取りそろえています。

0●●●
今年も残すところ後一カ月となり、朝夕はめっきり冷え込む時期と

なりました。今号に掲載している、「言語聴覚の日ョのイベントでは、多

くのサポーターの方に言語聴覚士という仕事をアピールできたと思

いま丸 それと同時に、スタジアムの大画面に映し出された「言語聴

覚士 Jと いう文字を見て、改めて言語聴覚十という仕事の素晴らしさ
。重要性を実感しました。気を引き締めて毎日の臨床に臨んでいきた

いと思いま丸

言語聴覚の日のイベント以外でも、今号ではページを増やし、新

入会員や山梨JRAT記念式典。設立記念講演、小児リーフレットの

紹介など盛り沢山な内容を掲載していま丸 今後も様々なイベントや

情報をタイムリーに発信していけるように努力して参りますので、宜し
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